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　６月25日、大船渡北小学校の運
動会が大船渡小学校校庭で行われま
した。
　震災の影響により、例年よりも規
模を縮小しての運動会となりました
が、児童たちは、たくさんの声援を
受けながら、はつらつと各種競技に
臨み、笑顔で楽しい時間を過ごして
いました。

ゴールを目指して全力疾走ゴールを目指して全力疾走

�復興に向けた地区懇談会

　まちづくりに関する貴重な意見が多く寄せられました �� Ｐ２～７

�税務課からのお知らせ ���������� Ｐ８～９

�応急仮設住宅についてのお知らせ ����� 　　　　

主 な 内 容
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まちづくりに関する貴重な意見が多く寄せられました

～復興に向けた地区懇談会～

�問い合わせ先＝災害復興局（�内線364・365）

参加者数会　　　場開　催　日地　区

132人甫嶺小学校体育館６月６日（月）越喜来

62人吉浜地区拠点センター６月９日（木）吉　浜

72人ノ浦小学校体育館６月10日（金）蛸ノ浦

101人三陸Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館６月14日（火）綾　里

133人市役所議員控室６月16日（木）赤　崎

87人市役所議員控室６月17日（金）盛

235人市役所議員控室６月20日（月）大船渡

264人末崎中学校体育館６月21日（火）末　崎

94人猪川小学校体育館６月22日（水）猪　川

79人立根生活改善センター６月23日（木）立　根

96人日頃市地区コミュニティセンター６月24日（金）日頃市

1,355人合　　　計

　市では、市民の皆さんの声を復興

計画の策定に反映させるため、６月

６日から６月24日まで、市内11会場

で「復興に向けた地区懇談会」を開催

しました。

　懇談会には、全体で1,355人が参

加。参加者からは、復興に向けたま

ちづくりに関する多くの貴重な意見

が寄せられました。

　今回は、寄せられた意見の中から

地区ごとにいくつか紹介します。

�北里大学が早期に戻ってくるように運動を進め

　るとともに、学生が安全・安心して住める住環

　境を整備してほしい。

�商業・公共施設を集約して複合施設にするなど、

　１カ所に集約することで、高齢者にとっても住

　みやすいまちになる。

�仮設事務所や店舗として、「さんりくの園」の施

　設を利用し、商店街にしたい。

�漁協組合員の拠り所として、多機能ビルを整備

　してほしい。

�漁港復興の第一歩として、拠点漁港をどの漁港

　にするのかを定めるべき。

�浸水地域の利用方法としては、運動公園や市民

　公園、遊園地のような施設がよい。

�高台移転を進めるとしても、個人での土地売買

　は困難なので、市であっせんしてほしい。

�高台移転の場合は、がけ崩れなどに対する慎重

　な対応が必要。

越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区越喜来地区
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■復興に向けた地区懇談会開催状況■
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�吉浜は、過去の教訓を生かした住宅の高台移転

　事例として、世界からも注目されている。特区

　としてモデルとなるよう国・県に要望すべき。

�震災時に防災無線の受信機から情報が全然入ら

　なかった。きちんと機能するよう見直しをして

　ほしい。

�震災時はラジオが唯一の情報網だったが、感度

　が悪く、知りたい情報が入ってこなかった。非

　常時に情報を確保できるようにしてほしい。

�民間企業に漁業権を開放することが絶対ないよ

　うにしてほしい。

�漁港の整備が吉浜にとっては最重要課題。若い

　後継者のためにも最優先すべき。

�高速道路が通れば、釜石・大船渡への通勤も便

　利になるので、公営住宅などの計画があるので

　あれば、吉浜に設置してほしい。

�被災農地は、復旧とほ場整備を併せて実施し、

　機械化が可能な農地にすべき。

吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉 浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区吉 浜 地 区
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� ノ浦小学校には仮設住宅が建設されている。

　子どもたちのためにも、広い運動場を早急に確

　保してほしい。

�教育の場である赤崎小・中学校が被災した。高

　台に並ぶように優先的に建設してほしい。

�長崎への道路は１本しかない。子どもたちの通

　学路でもあるので、安全に通行できる道路の早

　期整備を望む。

�移転のための住宅地が不足しているので、 ノ

　浦貝塚へ住宅地を造成できるよう文化財規制の

　緩和について、国に働き掛けてほしい。

�河川がある地域が大きな被害を受けている。河

　川堤防のかさ上げが必要。

�海中のがれき撤去や、カキの仮養殖施設を本施

　設に移すにはどうすればよいかなど、漁業者と

　話し合いながら進めるべき。

�自分のいる場所の高さが分かるよう、海抜の高

　さを表示する標識があるとよい。

ノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノ浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区ノ浦地区
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≪復興に向けた地区懇談会≫
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�がれき撤去作業などの雇用に対して、給料を支

　払っていくことが大事。市役所職員や議員の給

　料を下げ、痛みを共有することが重要。

�永浜は林道が住宅と大きく離れている。ラジオ

　送信所につながるような道路の整備を求めたい。

�赤崎小・中学校の建設予定地はどのあたりにな

　るのか。通学時の避難シミュレーションなどを

　行い、早期に学校建設を進めてほしい。

�被災した子どもたちに経済的支援をしてほしい。

�がれき置き場付近にバス停がある。粉じんがひ

　どいので、対策をとってほしい。

�海底のがれきが撤去されないと、底刺し網など

　の漁ができないので、迅速に対応してほしい。

�公営住宅の整備を進めなければ、住宅再建でき

　ない人は取り残される。早く都市計画がはっき

　りするようにしてほしい。

�職場の復興が最も大事。一日も早く都市計画や

　規制などの方向性を定めてほしい。

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤 崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区赤 崎 地 区
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�綾里駐在所が全壊し、地域の治安が不安。県に

　働き掛け、早急な整備を望む。

�綾里の公共施設は全壊・半壊し、消防署分遣所

　は間借りしている。早急に高台へ整備してほし

　い。

�民間の人たちを策定委員会に加え、民間活力の

　導入を。まちづくりには発想の転換も必要。

�地盤沈下により漁港が冠水し、漁船が接岸でき

　ないので、早急に復旧してほしい。

�これからの定置網漁業、来年度のワカメ養殖に

　向け、漁船が係留できないなどの問題がある。

　国の直轄事業という強い力が必要。

�特区を取り入れ、規制をできるだけ受けない中

　で復興を進めるべき。

�国・県・市で新たに宅地を造成して、被災した

　土地を買い上げ、被災者が造成した土地を購入

　できるように。また、買い上げた土地は、工業・

　商業の場として売却するとよい。

綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾 里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区綾 里 地 区
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�復興計画の中で、認定こども園を核とした福祉、

　教育、医療などの拠点形成をしてはどうか。

�被災者の身体や心のケアは重要。カウンセリン

　グなどが必要。病院・民間機関との提携により、

　電話相談が受けられる手立てをとってほしい。

�子どもたちがこれからどのような場所でどのよ

　うな教育を受けるのかが心配。学校のグラウン

　ドが２年以上使えないということがないよう、

　２年以内に住宅を手当てすることが重要。

�土地利用の規制緩和を国や県に要請して、有効

　活用につなげてほしい。

�防潮堤の高さと土地利用規制の関係をはっきり

　させ、住宅が建設できるのか、盛土した上で建

　てられるのか、早く方針を示してほしい。

�迂回路がないので、整備をしてほしい。その際

　の残土で埋め立てをしてはどうか。

�住宅が再建できない人に対しては、公営住宅が

　必要。

盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区盛 地 区
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�大船渡駅周辺に高層建築物をつくり、商店街は

　その中に入ってもらう。

�浸水地域から高台にある避難所への幅の広い道

　路や、海岸から山側への避難路を整備すべき。

�県道から海側を非居住地、山側を居住地とする。

�大船渡線は気仙沼駅を終着駅とし、それ以北は

　代替のバスとする。

�市の発足以来、港を生かしたまちづくりをして

　きたが、これを変える必要はない。高台移転も

　港を生かすことを前提としてほしい。

�地域のコミュニティーを考慮した高台移転を。

　宅地のかさ上げにしても、地域のつながりに配

　慮してほしい。

�高齢者は、新たに家を建てるのは難しい。直ち

　に公営住宅整備に着手してほしい。

�三陸縦貫自動車道の出入り口を増やしてほしい。

�浸水区域（被災地）は土地の代替で対応するのか、

　買い取るのかを早急に示してほしい。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区大船渡地区
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≪復興に向けた地区懇談会≫
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�高齢者など弱い立場の市民を忘れないことを各

　種事業の基本路線としてほしい。

�仮設住宅が小学校に建てられ、子どもたちの行

　き場がない。盛川の草を刈って、子どもの遊び

　場にできないか。

�消防屯所が22カ所被災している。消防団の体制

　を見直してはどうか。

�三陸縦貫自動車道は、大船渡の市街地からＩＣ

　が遠い。碁石海岸と大船渡のＩＣ間に新たなＩ

　Ｃを設置してほしい。

�盛川の堤防のかさ上げがなければ、猪川町も被

　害を受けるだろう。早急に対策をとってほしい。

�かさ上げした土地への住宅の建設は、地震被害

　を受けるので十分に考慮してほしい。

�防災無線が反響して聞き取りにくくなっている

　ので、各家庭に戸別受信機を設置してほしい。

�「津波防災都市」として、津波に関する学術・文

　化のすべてが結集したまちをつくってはどうか。

猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪猪 川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区猪 川 地 区
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月2222222222222222222222222222222222222222222222222222222222日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催）））））））））））））））））））））））））））））（６月22日開催）

�高台移転の実現性が高いので、地元住民で場所

　を選びたい。泊里振興協議会では、意識調査の

　ほか、場所選定の図面も作成した。移転場所は、

　従来のコミュニティーが生かせるところだ。

�高台移転に伴い、高齢者が自力で住宅を建て替

　えることは難しい。公営住宅が必要である。

�住宅の高台移転は、店舗などを混在させた方が

　よい。店舗の移転も大事である。

�避難路として海側から山側への道路が整備され

　ていない。山ぎわには、高台移転の可能性があ

　る土地もあるが、道路の整備も必要である。

�衛星電話の設置など、情報孤立化の対策を考え

　てほしい。

�子どもたちの運動場が全くないので対応を。

�水産業とともに、グリーンツーリズムも推進し、

　碁石の観光について再構築してほしい。

�地域ごとに女性のワークショップを定期的に開

　催し、発言できる機会を設けてほしい。

末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末 崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区末 崎 地 区
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月2222222222222222222222222222211111111111111111111111111111日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催）））））））））））））））））））））））））））））（６月21日開催）
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≪復興に向けた地区懇談会≫

�農業振興地域が広がっているが、牧草地などの

　ような土地は、指定地域から外すべき。

�防災無線の放送は、緊急性を感じさせるような

　工夫を。

�生活を支えるためにも、産業基盤整備と税の減

　免などによる企業への支援が必要。

�沿岸中心都市としての拠点化のために、内陸と

　沿岸を結ぶ道路網の整備を進めてほしい。

�高校生 ･大学生の就職支援をしてほしい。地域

　の復興に尽くしたいと考えている子どももいる

　と思う。雇用の受け皿を確保してほしい。

�若者層に絞った参加の場を設けて、意見を吸い

　上げることも必要。

�自主防災組織の備品の充実を図ってほしい。

�水門の開閉のために出動し、命を落とした消防

　団員もいる。水門は自動開閉装置にすべき。

�雇用創出のために動いている企業もある。その

　ような企業が立地できるような土地利用を。

立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立 根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区立 根 地 区
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月2222222222222222222222222222233333333333333333333333333333日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催）））））））））））））））））））））））））））））（６月23日開催）

�大船渡に多くのボランティアが来ている。何年

　か後に訪れる機会があると思うので、観光産業

　の発展につなげてほしい。

�防災教育の取り組みを強化し、日ごろから意識

　を高め、次の世代に語り継ぐ教育を。「防災」を

　科目に設定し、学校教育に位置付けてはどうか。

�材木が流れて被害を受けた人もいる。日頃市に

　ストックヤードを設置してはどうか。

�仕事場の再建が重要。誘致したい企業をリスト

　アップして、アプローチしてはどうか。

�気仙材を活用した住宅供給をしてはどうか。地

　元での雇用も創出できる仕組みを。

�三陸縦貫自動車道にパーキングをつくり、地元

　物産の宣伝や販売促進につなげてはどうか。

�安全性が高い地域として、火力発電所などを誘

　致してはどうか。

�ジオパークとして地域を活用することが、活性

　化につながるのではないか。

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区日頃市地区
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月2222222222222222222222222222244444444444444444444444444444日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催）））））））））））））））））））））））））））））（６月24日開催）
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２　軽自動車税の減免申請について

減免の対象となる障がいの程度

障がいの級別障がいの区分

１級～４級視覚障がい

 
身　

体　

障　

害　

者　

手　

帳

２級、３級聴覚障がい

３級平衡機能障がい

３級（喉頭摘出による音声
機能障がいがある場合に限
る）

音声機能障がい

１級、２級上肢不自由

１級～６級下肢不自由

１級～３級、５級体幹不自由

①上肢機能…１級、２級（片
　腕のみに運動機能障がい
　がある場合を除く）
②移動機能…１級～６級

乳幼児期以前の非進行
性脳病変による運動機
能障がい

１級、３級、４級心臓機能障がい

１級、３級、４級じん臓機能障がい

１級、３級、４級呼吸器機能障がい

１級、３級、４級
ぼうこうまたは直腸の
機能障がい

１級、３級、４級小腸の機能障がい

１級～４級
ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能障がい

１級～４級肝機能障がい

１級精神障害者保健福祉手帳

Ａ療育手帳

�申請に必要なもの

　軽自動車税納税通知書、印鑑、車検証、運転免

　許証、身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手

　帳・療育手帳または戦傷病者手帳

　身体などに障がいがあるため歩行することが困

難な人などが所有する軽自動車で、対象となる場

合は、軽自動車税が減免されます。

�対象となる軽自動車

①障がいのある人が所有する軽自動車で、次のい

　ずれかに該当する場合（障がいのある人１人に

　つき１台とし、事業用のものは除く）

・障がいのある人が自ら運転している場合

・生計を一つにする家族が、もっぱら障がいのあ

　る人の通学、通院などのために運転している場

　合（身体に障がいのある18歳未満の人、知的障

　がい・精神障がいのある人と生計を一つにする

　家族が所有する軽自動車を含む）

・障がいのある人を常時介護している人が運転し

　ている場合（障がいのある人のみで構成される

　世帯の人を介護している場合に限る）

②障がいのある人が利用するための構造になって

　いる軽自動車

　身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳およ

び療育手帳の交付を受けている場合は、右表に示

す区分に該当する人が対象となります。

※戦傷病者手帳の交付を受けている人は、別に該

　当項目がありますので、お問い合わせください。

※減免を受けることができる車両は、障がいのあ

　る人１人につき年間１台です。県税の自動車税

　の減免を受ける場合、軽自動車税は対象になり

　ませんのでご注意ください。

�申請期限＝７月25日（月）【期限厳守】

　税務課諸税係（�内線153・170）／三陸支所総務課市民係（�内線7143）

�軽自動車税の減免申請についての申請先／問い合わせ先

�申告・納付期限についての問い合わせ先

�市税に関すること＝市役所税務課

　市県民税について【�内線154】／法人市民税について【�内線151・170】／国民健康保険税について

　【�内線153】／軽自動車税・介護保険料・後期高齢者医療保険料について【�内線170】／固定資産税

　について【家屋・償却資産：�内線155／土地：�内線156】／納税について【�内線152・157・158・161】

�国税（所得税・法人税など）に関すること

　大船渡税務署【大船渡法務合同庁舎内（��3481）】

�県税（自動車税・不動産取得税・法人県民税など）に関すること

　大船渡地域振興センター県税室【��9912】
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１　市税の申告・納付期限について

税務課からのお知らせ

　東日本大震災の影響で延長していた３月11日以降の市税の申告・納付期限などは、下表のとおりです。

　なお、被災された人に対する市県民税や固定資産税などの減免の適用については、現在、国の対応な

どを含め検討しています。減免の内容や適用方法などが決まり次第、納付書を送付する前にお知らせす

る予定です。

　金融機関が被災し、関係書類などが流失したために、震災当日または数日前までに納められた市税な

どが不明になっている事例があります。心あたりのある人は、納付した金融機関にお問い合わせくださ

い（領収書などをお持ちの人は、金融機関に持参してください）。

申告・納付期限など対象となる申告・納付期限など

平成23年７月25日（月）
①以下に定める納付・納入期限を除く平成23年３月
　11日から７月24日までに到来する申告・納付期限
　など

平成23年８月１日（月）
②平成23年度軽自動車税（納付書による納付）
　�納付書発送予定＝７月上旬

平成23年９月12日（月）

平成23年４月11日納期限
　　　　　（特別徴収３月分）③平成22年度分の給

　与所得に係る個人
　の市民税の特別徴
　収税額の納入期限

平成23年５月10日納期限
　　　　　（特別徴収４月分）

平成23年６月10日納期限
　　　　　（特別徴収５月分）

第１期　平成23年９月30日（金）
納付書による納付（普通徴収）
�納付書発送予定＝８月上旬

④平成23年度
　　　　　市県民税

第２期　平成23年11月30日（水）

第３期　平成24年１月31日（火）

第４期　平成24年３月30日（金）

平成23年10月11日～平成24年６
月11日までの毎月の10日（10日
が土・日曜日、祝日の場合は翌
営業日）
※９月分から５月分まで、９回
　の給与差し引きとなります。

給与からの差し引きにより特
別徴収義務者が納入
　　　　　　　　（特別徴収）
�納入書発送予定＝８月上旬

未定となっています。
※今後、国で決定する法人税の
　申告・納付期限などに合わせ
　る予定のため、法人税の取り
　扱いに準じて申告書の定期的
　な送付は見合わせています。
　申告が可能な法人には、個別
　に郵送していますのでご連絡
　ください。

⑤法人市民税

第１期　平成23年８月31日（水）
⑥平成23年度固定資産税（納付書による納付）
　�納付書発送予定＝８月上旬

第２期　平成23年10月31日（月）

第３期　平成23年12月26日（月）

第４期　平成24年２月29日（水）

第１期　平成23年９月30日（金）

⑦平成23年度国民健康保険税、介護保険料、後期高
　齢者医療保険料（納付書による納付）
　�納付書発送予定＝９月上旬

第２期　平成23年10月31日（月）

第３期　平成23年11月30日（水）

第４期　平成23年12月26日（月）

第５期　平成24年１月31日（火）

第６期　平成24年２月29日（水）

第７期　平成24年３月30日（金）

■震災などにより、納期限

　内に納めることができな

　い場合は、納付書などが

　届いた後でかまいません

　のでご相談ください。

■震災を理由とする納期限

　後の申告や申請などにつ

　いても、状況に応じて対

　応することとしています

　のでご相談ください。

所得証明、り災証明、　所得証明、り災証明、

被災証明などの窓口業務被災証明などの窓口業務

は、７月から平日のみのは、７月から平日のみの

対応となっています。対応となっています。

■本年度も市県民税、国民

　健康保険税、介護保険料、

　後期高齢者医療保険料の

　公的年金からの引き落と

　しを継続しますが、納付

　書での納付を希望する場

　合はご相談ください。

■平成23年２月・３月に加

　入したことで、月割の税

　額などが生じた国民健康

　保険税、介護保険料、後

　期高齢者医療保険料や、

　平成23年２月以降の修正

　申告などで増額となった

　市県民税などの納付期限

　は、平成23年８月31日と

　なります。納付書は８月

　上旬発送予定です。

◎平成23年度分市民税所得額・課税額証明書（平成22年所得）は、８月中旬

　からの発行予定です。
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が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額

　

以
下
で
あ
る
こ
と

※
離
職
し
た
人
は
、
職
業
安
定
所

　

が
発
行
す
る
離
職
票
、
ま
た
は

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写

　

し
な
ど
を
、
被
災
さ
れ
た
人
は

　

被
災
状
況
届
（
り
災
証
明
書
が

　

必
要
）
を
添
付
す
れ
ば
、
所
得

　

審
査
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
一
部
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
未

　

納
と
な
っ
た
場
合
は
、
免
除
が

　

無
効
と
な
り
、
未
納
期
間
と
し

　

て
扱
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の
＝
年
金
手
帳
、

　

印
鑑

▽
そ
の
他
＝
保
険
料
の
口
座
振
替

　

を
利
用
し
て
い
る
人
で
、
免
除

　

申
請
を
す
る
人
は
、
口
座
振
替

　

の
停
止
手
続
き
も
必
要
で
す
。

　

口
座
振
替
し
て
い
る
通
帳
、
通

　

帳
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
保
険
料
免
除
制
度

　

ま
た
、
配
偶
者
が
被
扶
養
者
か

ら
外
れ
た
場
合
に
も
、
国
民
年
金

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

会
社
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
健

康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
、
年
金

手
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
民

年
金
係
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

予
さ
れ
ま
す
（
７
月
更
新
、
所

　

得
審
査
あ
り
）。

�
学
生
納
付
特
例
制
度
＝
学
生
の

　

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

　

（
４
月
更
新
、
所
得
審
査
あ
り
）。

�
法
定
免
除
＝
障
害
年
金
、
ま
た

　

は
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を

　

受
給
し
て
い
る
人
の
保
険
料
が

　

免
除
さ
れ
ま
す
。

�期日・会場

・７月12日（火）＝リアスホール

・７月27日（水）＝市役所第１会

　議室

�時間＝午前10時30分～午後４

　時

�申込方法＝①氏名②生年月日

　③住所④基礎年金番号⑤連絡

　先の電話番号⑥主な相談内容

　を相談希望日の前日までにお

　伝えください。

�申込先／問い合わせ先

　一関年金事務所

　　　　　　　（�0191�4246）

ご利用ください

　　　社会保険事務相談

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係（
�
内
線
１
４
５
・
１
４
６
）

・
一
関
年
金
事
務
所（
�
０
１
９
１
�
４
２
４
６
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

内　　　容制　　度

保険料の全額（15,020円）が免除全額免除制度

保険料の�（3,760円）を納付
【残りの�（11,260円）が免除】

４分の１納付制度

保険料の�（7,510円）を納付
【残りの�（7,510円）が免除】

半額納付制度

保険料の�（11,270円）を納付
【残りの�（3,750円）が免除】

４分の３納付制度

国民年金保険料免除制度の種類
　

れ
ま
す
が
、
震
災
の
影
響
に
よ

　

り
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

（11）広報大船渡
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市
で
は
、
応
急
仮
設
住
宅
と
し

て
、
越
喜
来
地
区
に
あ
る
北
里
大

学
の
教
職
員
宿
舎
へ
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

プ
レ
ハ
ブ
式
の
応
急
仮
設
住
宅

に
申
し
込
ん
で
い
る
人
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
が
、
す
で
に
入
居
し

て
い
る
人
は
、
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

▽
募
集
宿
舎　

・
明
神
道
宿
舎
（
三
陸
町
越
喜
来

　

字
明
神
道　

）
16

・
杉
下
宿
舎
（
三
陸
町
越
喜
来
字

　

杉
下
１
２
４
）

※
ど
ち
ら
も
３
階
建
て
で
、
エ
レ

　

ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
諏
訪
前
宿
舎
は
、
津
波
浸
水
地

　

域
に
あ
る
た
め
、
応
急
仮
設
住

　

宅
と
し
て
入
居
者
を
募
集
し
ま

　

せ
ん
。

▽
募
集
戸
数

・
明
神
道
宿
舎
＝　

戸
10

・
杉
下
宿
舎
＝
８
戸

▽
部
屋
の
タ
イ
プ

・
明
神
道
宿
舎
＝
２
Ｋ
（
７
・
５

　

畳
、
６
畳
）　

・
杉
下
宿
舎
＝
３
Ｌ
Ｋ
（
６
畳
、

　

４
・
５
畳
、
３
畳
）　

※
ど
ち
ら
も
バ
ス
・
ト
イ
レ
付
き

▽
入
居
で
き
る
人

・
居
住
す
る
住
宅
が
半
壊
以
上
の

　

被
害
を
受
け
、
居
住
で
き
な
く

　

な
っ
た
人

・
住
宅
が
損
傷
を
受
け
、
修
理
・

応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

■
応
急
仮
設
住
宅（
北
里
大
学
教
職
員
宿
舎
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

補
修
の
た
め
仮
住
居
を
必
要
と

　

す
る
人

・
二
次
災
害
の
恐
れ
が
あ
り
、
そ

　

の
場
所
に
引
き
続
き
居
住
で
き

　

な
い
人

▽
入
居
期
間
＝
２
年
間

▽
入
居
費
用
の
負
担
＝
家
賃
は
無

　

料
で
す
が
、
公
共
料
金
な
ど
は

　

入
居
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
入
居
者
の
決
定
＝
抽
選
後
、
通

　

知
し
ま
す
。

▽
申
込
締
切
日
＝
７
月　

日（
金
）

22

　

午
後
５
時

▽
そ
の
他
＝
日
本
赤
十
字
社
か
ら

　

家
電
セ
ッ
ト
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先
＝
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
�
内
線
３
２
８
）

■
民
間
賃
貸
住
宅
借
り
上
げ
に
よ
る

　
　
　
　
　

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
申
し
込
み

　

民
間
賃
貸
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・

貸
家
・
空
き
家
な
ど
）
な
ど
に
入

居
し
た
人
に
対
し
、
２
年
間
の
家

賃
な
ど
を
県
が
負
担
す
る
、
民
間

賃
貸
住
宅
の
借
り
上
げ
制
度
の
申

し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

▽
申
込
締
切
日
＝
７
月　

日（
水
）

20

▽
契
約
書
の
提
出
期
限
＝
申
し
込

　

み
後
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
契

　

約
書
の
提
出
期
限
は
、
７
月　
26

　

日（
火
）ま
で
で
す
。

▽
入
居
期
限
＝
借
り
上
げ
た
住
宅

　

に
は
、
８
月
１
日（
月
）ま
で
に

　

入
居
し
て
く
だ
さ
い
。

�助成対象となる技能講習＝労働安全衛生法に規

　定する次のいずれかの技能講習

①小型移動式クレーン運転技能講習

②ガス溶接技能講習

③フォークリフト運転技能講習

④玉掛け技能講習

�対象＝次のすべての要件に該当する人

・市内に住所を有している人

・満18歳以上の人（学校などに在学中の人を除く）

・公共職業安定所に求職の申し込みをしている人

・助成対象となる技能講習を受講し、修了した人

・市税を滞納していない人

�助成額＝技能講習の受講料（テキスト代を除く）

　の�に相当する額（1,000円未満切り捨て）

※単年度につき、１人当たり15,000円が上限

�申請方法＝資格を取得した日から起算して30日

　を経過する日までに、必要書類を申請先へ提出

　してください。

�申請に必要な書類＝大船渡市求職者資格取得支

　援助成金交付申請書、公共職業安定所の発行す

　るハローワークカードの写し、技能講習修了証

　の写し、受講料の領収書の写し、大船渡市求職

　者資格取得支援助成金請求書

市では、求職者の雇用促進を図るため、市が指定する技能講習の受講経費の一部を助成します。

�申請先／問い合わせ先＝商工観光物産課労政係（�内線112）

求職者の資格取得を支援 ～技能講習の受講経費の一部を助成します～
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被
災
さ
れ
た
農
家
の

　
　
　
　
　

経
営
再
開
を
支
援
し
ま
す

　住宅金融支援機構では、東日本大震災により

住宅に被害を受け、り災証明書の発行を受けた

人に対し、災害復興住宅融資を実施しています。

�融資金利（平成23年６月現在）

・建設・購入の場合＝年0.00％～年1.67％

・補修の場合＝年1.00％～年1.67％

�融資限度額

・建設の場合（土地を取得して、木造の住宅を

　建設する場合）

　1,400万円（基本融資額）＋970万円（土地取得

　費）＋450万円（特例加算額）

・補修の場合（木造住宅の補修の場合）

　590万円（基本融資額）

※引方移転・整地を伴う場合は380万円を加算

　詳しい内容などは、住宅金融支援機構のホー

　ムページ（http://www.jhf.go.jp/）、または市

　役所１階市民ホールに備え付けているリーフ

　レットをご覧ください。

�問い合わせ先

　住宅金融支援機構（災害専用ダイヤル）

　　　　　　　　　　　　　（�0120-086-353）

※受付時間＝午前９時～午後５時（祝日を除く）

災害復興住宅融資を

　　　　　実施しています

営農の種類と支援単価

支援単価
（10�当たり）

再開する営農の種類

３万５千円水田作物

４万円露地野菜（花きを含む）

５万円施設野菜（花きを含む）

４万円果樹

　

震
災
の
影
響
に
よ
り
一
時
中
断

し
て
い
た
、
大
船
渡
地
区
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
持
ち
込

み
は
、
粗
大
ご
み
に
限
り
、
受
け

入
れ
を
再
開
し
ま
す
。

▽
再
開
日
＝
７
月　

日（
月
）〜　

11

▽
時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時　

分
30

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
受
け
入
れ
ご
み
＝
粗
大
ご
み（
災

　

害
ご
み
は
除
く
）

※
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、

　

資
源
古
紙
の
持
ち
込
み
は
当
面

　

で
き
ま
せ
ん
。
収
集
は
通
常
ど

　

お
り
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

大
船
渡
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー（
�
�
４
７
３
９
）

持
ち
込
み
ご
み
の

　
　
　

受
け
入
れ
を
一
部
再
開
し
ま
す

　

営
農
再
開
の
た
め
の
支
援
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
東
日
本
大
震
災
で
津
波

　

な
ど
の
被
害
を
受
け
た
地
域
で
、

　

営
農
再
開
に
向
け
た
農
地
な
ど

　

の
復
旧
作
業
を
共
同
（
地
域
で

　

復
興
組
合
な
ど
を
組
織
）
で
行

　

う
農
業
者

▽
復
旧
作
業
の
内
容（
例
）

・
農
地
の
ご
み
・
が
れ
き
の
除
去

・
水
路
な
ど
の
簡
易
な
補
修

・
集
落
共
用
部
分
の
整
備

・
除
草
や
地
力
増
進
作
物
の
作
付

　

け
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
政
係

　
　
　
　
　
　

（
�
内
線
３
４
５
）

　本年度の成人式は、震災の影響により、平成

24年１月ごろに開催する予定です。

　期日や会場は、決まり次第お知らせします。

�対象＝市内在住または市内出身で、平成３年

　４月２日～平成４年４月１日生まれの人

�問い合わせ先

　生涯学習課生涯学習係（�内線275）

平成23年度大船渡市成人式

　岩手県では、市内の河川の災害復旧計画を策

定するため、測量調査を実施します。

　調査では、河川敷周辺の土地に立ち入り、必

要最低限の測量 杭 などを設置しますので、ご理
くい

解とご協力をお願いします。

�期間＝７月上旬～12月

�対象河川＝盛川、須崎川、船河原川、後ノ入

　川、合足川、浦浜川、泊川、甫嶺川、吉浜川

�実施業者＝中井測量設計株式会社

�問い合わせ先

　大船渡土木センター河川港湾課（��9919）

市内の河川の

　　測量調査を実施します

（13）広報大船渡
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紀室輝雄副市長が退任

　　　　新副市長に金野周明氏

▽
期
日
＝
８
月
４
日（
木
）・
５
日

　

（
金
）

▽
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
会
場
＝
あ
え
り
あ
遠
野

　
　
　
　

（
遠
野
市
新
町
１
‐　

）
10

▽
対
象
＝
防
火
管
理
者
の
選
任
が

　

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
事
業
所

　

な
ど
に
従
事
し
、
防
火
管
理
者

　

と
し
て
選
任
さ
れ
る
予
定
の
あ

　

る
人

▽
受
講
料
＝
６
�０
０
０
円

▽
定
員
＝
１
０
０
人

▽
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
持
参

　

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
大
船
渡
地
区
消

　

防
組
合
消
防
本
部
、
大
船
渡
消

　

防
署
、
住
田
分
署
、
三
陸
分
署
、

　

綾
里
分
遣
所
で
配
布
し
て
い
る

　

ほ
か
、
�
岩
手
県
防
災
保
安
協

　

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/w
w
w
.iw
a
te
-b
o
u
s
a
i.o
r.j

p
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

▽
申
込
先
＝
�
岩
手
県
防
災
保
安

　

協
会【
盛
岡
市
本
宮
６
丁
目　

‐
34

　
　

（
�
０
１
９
‐
６
３
１
‐
１
６

55

　

３
５
）】

▽
申
込
締
切
日
＝
７
月　

日（
水
）

27

　

午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

　

日
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
�
岩
手
県
防
災
保
安
協
会

　
（
�
０
１
９
‐
６
３
１
‐
１
６
２
５
）

・
大
船
渡
地
区
消
防
組
合
消
防
本

　

部
消
防
課
予
防
係

　
　

（
�
�
２
１
１
９
／
内
線　

）
22

甲
種
防
火
管
理
講
習
の

　
　
　
　
　

受
講
者
を
募
集

▽
試
験
日
＝　

月　

日（
日
）

10

23

▽
時
間
＝
午
前　

時
〜
正
午

10

▽
会
場

・
岩
手
県
立
大
学（
共
通
講
義
棟
）

　

【
岩
手
郡
滝
沢
村
滝
沢
字
巣
子

　

１
５
２
‐　

】
52

・
盛
岡
大
学
【
岩
手
郡
滝
沢
村
滝

　

沢
字
砂
込
８
０
８
】

▽
受
験
資
格
＝
保
健
・
医
療
・
福

　

祉
分
野
で
５
年
以
上
か
つ
９
０

岩
手
県
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
を
実
施

　

０
日
以
上（
一
部　
 
年
、１
�
８

10

　

０
０
日
以
上
）
の
実
務
経
験
を

　

有
す
る
人

※
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
＝
７
月　

日（
木
）〜

21

　

８
月
１
日（
月
）

▽
試
験
案
内（
受
験
申
込
書
）の
配

　

布
＝
市
役
所
保
健
福
祉
課
、
保

　

健
介
護
セ
ン
タ
ー
、
三
陸
支
所

　

（
三
陸
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

　

階
）、大
船
渡
保
健
所
で
無
料
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先

　

�
岩
手
県
長
寿
社
会
振
興
財
団

　

事
業
課
介
護
研
修
グ
ル
ー
プ

　
（
�
０
１
９
‐
６
２
９
‐
２
３
０
０
）

遺
体
安
置
所
移
設
の
お
知
ら

せ
　

大
船
渡
市
民
体
育
館
に
設
置
し

て
い
た
遺
体
安
置
所
は
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
へ
移
設
し
ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
　

（
�
内
線
１
２
４
・
１
２
５
）

�募集職種＝障害児デイサービス指導員

�募集人員＝１人

�応募資格

　平成23年８月１日現在、保育士の資格

　または児童指導員、社会福祉主事の任

　用資格を有し、療育指導に興味のある

　人

�雇用条件

・雇用期間＝８月１日～平成24年３月31

　日

・勤務日＝月～金曜日（祝日を除く）

・勤務時間＝午前９時～午後４時

・勤務場所＝総合福祉センター

・報酬（月額）＝135,500円

・保険＝社会保険に加入

�応募方法＝ハローワーク大船渡（��

　4165）に履歴書を提出してください。

�応募締切日＝７月15日（金）

�選考方法＝面接を行い、採用者を決定

　します。面接の日程は後日連絡します。

�問い合わせ先

　保健福祉課障害福祉係（�内線187）

非常勤職員を募集します

（障害児デイサービス指導員）

　平成11年４月１日から助役（平成19年４月１日か

ら副市長）として、市政運営に尽力してきた紀室輝

雄氏が、６月30日をもって退任しました。

　新しい副市長には、７月１日から４年間の任期で、

金野周明氏が就任しました。

紀室輝雄氏 金野周明氏
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　交通災害共済は、交通災害を受けた人、また

はその遺族を救済する制度です。

　万一の事故に備え、少ない掛け金で大きな保

障が受けられる交通災害共済に加入しましょう。

�対象＝市内に住民登録をしている人

※昨年加入した人は、今年の７月31日（日）で共

　済期間が終了します。

�掛け金＝１人年額400円

�共済期間

　８月１日（月）～平成24年７月31日（火）

※８月１日以降に申し込みをした場合は、受付

　日の翌日午前０時からの共済期間となります。

�加入方法＝加入申込書を各世帯に郵送で配布

　します。金融機関の窓口に加入申込書を持参

　の上、掛け金を添えて申し込んでください。

　手数料は掛かりません。金融機関窓口での取

　り扱いは、９月30日（金）までですが、それ以

　降の申し込みは、市役所本庁市民生活環境課

　で受け付けます。

※行政連絡員、班長による取りまとめは行いま

　せん。

※加入申込書は、金融機関の窓口にも備え付け

　ています。

�取扱金融機関＝岩手銀行、東北銀行、北日本

　銀行、信用金庫、東北労働金庫、農業協同組

　合、岩手県信連、岩手信漁連、ゆうちょ銀行、

　郵便局

※岩手県内に所在するすべての店舗で対応可能

　です。

�支給対象＝国内での交通事故（踏切での事故

　や自転車での事故も対象）

※事故の原因が無免許運転、酒気帯び運転、自

　殺など、加入者の故意による場合や、犯罪行

　為中、天災、歩行中の転倒などは対象外

�見舞金の額＝２万円～110万円

　　　　　　　　　　　　（災害の程度による）

�見舞金の請求手続き＝加入者証を持参の上、

　事故に遭った日から２年以内に手続きをして

　ください。手続きに必要な書類などは、お問

　い合わせください。

※２年を過ぎるとお支払いできませんので、ご

　注意ください。

�問い合わせ先

　市民生活環境課交通安全係（�内線127・128）

～市町村交通災害共済に加入しましょう～

入
国
警
備
官
採
用
試
験
を
実

施▽
１
次
試
験
日
＝
９
月　

日（
日
）

25

▽
受
験
資
格
＝
昭
和　

年
４
月
２

63

　

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

　

れ
の
人

▽
受
付
期
間

・
郵
送
、
持
参
＝
７
月　

日（
火
）

19

　

〜
８
月
２
日（
火
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
７
月　

日
19

　

（
火
）〜
７
月　

日（
火
）

26

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
い
内
容

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課

　
（
�
０
２
２
‐
２
５
６
‐
６
０
７
６
）

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し

た
岩
手
県
職
員
採
用
選
考
試

験
を
実
施

▽
１
次
試
験
日
＝
９
月　

日（
日
）

18

▽
試
験
会
場
＝
盛
岡
地
区
合
同
庁

　

舎（
盛
岡
市
内
丸　

‐
１
）

11

▽
受
験
資
格
＝
自
力
に
よ
り
通
勤

　

が
で
き
、
介
護
者
な
し
に
事
務

　

職
と
し
て
職
務
の
遂
行
が
可
能

　

な
人
で
、
次
の
要
件
を
ど
ち
ら

　

も
満
た
す
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
人

・
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
６

57

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
受
付
期
間
＝
７
月　

日（
金
）〜

15

　

８
月　

日（
月
）

15

▽
そ
の
他
＝
点
字
に
よ
る
受
験
を

　

希
望
す
る
人
は
、
代
筆
に
よ
り

　

申
し
込
み
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
い
内
容

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
手
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
（
�
０
１
９
‐
６
２
９
‐
６
２
４
１
）

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

盛
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

　

課
人
事
第
一
係

　
（
�
０
１
９
‐
６
２
２
‐
３
３
５
２
）

裁
判
所
職
員
（
裁
判
所
事
務

官
）
採
用
Ⅲ
種
試
験
を
実
施

▽
１
次
試
験
日
＝
９
月　

日（
日
）

11

▽
試
験
地
＝
盛
岡
市
な
ど

▽
受
験
資
格
＝
平
成
２
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

　

れ
の
人

▽
受
付
期
間
＝
７
月　

日（
火
）〜

12

　

７
月　

日（
木
）

21

▽
申
込
先
＝
１
次
試
験
の
受
験
を

　

希
望
す
る
試
験
地
に
あ
る
裁
判

　

所
※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
い
内
容

■Ｙ・Ｓセンターの浴室の利用料■７月から有料となっています。�利用料＝幼児（３歳以上）・小学生・
高齢者・障がい者：100円／中学生：200円／一般：250円�営業時間＝午前９時～午後９時※毎週月曜
日の終日、金曜日の午前９時～午後１時は休業�問い合わせ先＝大船渡市社会福祉協議会（��0001）

（15）広報大船渡
23.7.5（No.962）

６月６日～６月20日届け出

○ご結婚おめでとう

（末崎町）　　橘内宏至�渡部多恵子（石浜）

　　　　　　村上　慧�熊谷有紗　（小中井）

（赤崎町）　　志田孔徳�平山里美　（長崎）

（猪川町）　　水野　明�高橋加奈子（中井沢）

（立根町）　　　西俊哉�武山真奈　（小林）

（日頃市町）　佐藤光明�佐藤寿子　（大森）

○お悔やみ申し上げます

（盛町）　 　 及 川　 覚　（76）　 沢川

（大船渡町）　平 山 五 月　（87）　 地ノ森

　　　　 　 　 脇 幸 江　（52）　 野々田

　　　　　　杉山ミサヲ　（88）　 砂子前

　　　　 　 阿 部 昌 吾　（76）　 下船渡

　　　　 　 平 野 芳 治　（86）　 富沢

　　　　 　 村 上 嘉 男　（78）　 明神前

　　　　 　 平 山 節 子　（77）　 茶屋前

（末崎町）　　後藤チギヨ　（89）　 鶴巻

　　　　　　山本かつ子　（59）　 泊里

（赤崎町）　　金野伊佐雄　（87）　 大立

　　　　 　 柏 慶 子　（63）　 佐野

　　　　 　 今 野 秋 雄　（61）　 後ノ入

　　　　　　平子幸之進　（85）　 外口

　　　　 　 志 田 敬 二　（81）　 大立

　　　　 　 猪 股 光 雄　（78）　 沢田

（猪川町）　　千 葉 崇 雄　（77）　 中井沢

　　　　 　 阿 部 三 郎　（85）　 冨岡

（立根町）　　菊 池 利 弘　（39）　 上ノ台

（日頃市町）　大 津 修 平　（60）　 下板用

　　　　 　 及 川 藏 人　（84）　 沼川

　　　　　　清水佳要惠　（62）　 関谷

　　　　 　 佐 藤 正 人　（70）　 沼川

（三陸町綾里）　加 藤 静 子　（83）　 黒土田

（三陸町越喜来）　熊 谷 裕 子　（55）　 杉下

（三陸町吉浜）　　 原　 滋　（75）　 上野

　　　　　　柏 ソメノ　（95）　 扇洞

○お誕生おめでとう　（　）は保護者

（大船渡町）　古  内    奏 帆
ふるうち

    　（雅人）　山馬越
かほ

　　　　 　  川 原 　 晴   　（崇一）　宮ノ前
かわはら はる

　　　　 　  山 本 瑞 季    　（角洋）　明神前
やまもと みずき

　　　　 　  小 山 陽 向    　（剛）　 砂子前
おやま ひなた

（末崎町）　　村  上    　 操
むらかみ

   　（諭）　 石浜
みさお

（赤崎町）　　三  浦    結 愛
みうら

    　（梨沙）　生形
ゆあ

（猪川町）　　永  井    一 華
ながい

    　（真幸）　前田
いちか

　　　　 　  笹 野 颯 星    　（隼人）　長谷堂
ささの そうせい

（三陸町綾里）　田  村    百 春
たむら

    　（貴浩）　田浜下
ももはる

　　　　 　  新 沼 　 庵   　（龍）　 宮野
にいぬま いおり

（敬称略）おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい お悔やみ

　岩手県では、「岩手県東日本大震災津波復興計画復興基本

計画」の策定に当たり、計画案について、県民の皆さんか

らご意見を募集しています。いただいた意見は、取りまと

め、提案意見やその意見に対する県の考え方を公表します。

�募集期間＝７月31日（日）まで

�資料を閲覧できる場所＝県庁行政情報センター、各合同

　庁舎行政情報サブセンター

※県公式ホームページ（http://www.pref.iwate.jp/̃hp0212

　/fukkou_net/）でも閲覧できます。

�提出方法＝①お住まいの市町村名②氏名（団体名）を明記

　の上、郵便、ファクスまたはＥメールで提出してくださ

　い（電話によるご意見の受け付けはしません）。

�提出先／問い合わせ先

　〒020-8570（住所記載不要）　県庁復興局企画課

　（�019-629-6945／�019-629-6944／Ｅメール＝AJ0002

　@pref.iwate.jp）

「岩手県東日本大震災津波復興計画  復興基

本計画（案）」へのご意見を募集しています

　岩手県暴力団排除条例が制定され、７月１日から施行さ

れました。条例を守リ、暴力団のいない岩手県をつくりま

しょう。

�条例の主な内容

・事業者が暴力団員に金品を出すことが禁止されました

　（悪質な違反は公表されます）。

・学校などの周辺に暴力団の事務所を開設することが禁止

　されました。

・事業者は、取引の相手が暴力団員などでないことの確認

　に努めなければなりません。

・暴力団の事務所に使用されることを知っていながら、不

　動産取引をすることが禁止されました（悪質な違反は公

　表されます）。

�相談先／問い合わせ先

・岩手県警察本部組織犯罪対策課（�019-653-0110）

・公益財団法人岩手県暴力団追放推進センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（�019-624-8930）

・大船渡警察署（��0110）

岩手県暴力団排除条例 ７月１日から施行

○人　口…39,607人（－91人）

　　　　男18,918人（－32人）

　　　　女20,689人（－59人）

○世帯数…14,338世帯

　　　　　　　　（＋12世帯）

【人口のうごき】

６月30日現在

　　（　）内は前月比
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大船渡市へのメッセージ

き

ず

な絆
支援の輪

　

大
船
渡
市
の
復
興
の
た
め
に
、
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
体
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
２
回
は
、
３
月　

日
か
ら
、
給
水
支
援
、
健
康
巡
回
訪
問
や
医
療
活
動
を
実
施

14

す
る
な
ど
、
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
秋
田
県
能
代
市
で
す
。

　

能
代
市
は
、
秋
田
県
の
北
西

部
に
位
置
し
、
北
部
に
は
、
ユ

ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
の 
白  
神 

し
ら 
か
み

 
山  
地 
が
あ
り
、
西
は
日
本
海
に

さ
ん 

ち

接
し
て
い
ま
す
。

　

面
積
は
約
４
２
９
㎡
、
ま
た
、

人
口
は
約
６
万
人
で
、
県
内
６

番
目
の
多
さ
で
す
。

提
携
し
た「 
銀  
河  
連  
邦 
」の
構
成

ぎ
ん 

が 

れ
ん 
ぽ
う

団
体
で
あ
る
能
代
市
で
は
、
７

月
２
日
、
３
日
に
小
惑
星
「
は

や
ぶ
さ
」
帰
還
カ
プ
セ
ル
の
特

別
展
示
を
開
催
し
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
が

「
は
や
ぶ
さ
」帰
還
の
感
動
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

食
料
品
な
ど
の
物
資
支
援
を

は
じ
め
、
保
健
師
に
よ
る
健
康

巡
回
訪
問
、
給
水
支
援
の
ほ
か
、

６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
「
新

13

16

緑
の
白
神
山
地
と
秋
田
の
温
泉

ツ
ア
ー
」
に
被
災
者
を
無
料
招

待
す
る
な
ど
、
多
く
の
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

　

昭
和　

年
に
市
制
を
施
行
し
、

15

平
成　

年
３
月　

日
、 

米  
代  
川 

よ
ね 
し
ろ 
が
わ

18

21

で
結
ば
れ
て
い
た 
二  
ツ  
井  
町 
と

ふ
た 

つ 

い 

ま
ち

合
併
し
ま
し
た
。

　

大
船
渡
市
は
県
内
最
大
の
国

際
港
と
し
て
、
港
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
能
代
市
で
も
、
石
炭
を
扱

秋
田
県

　
　
 
能
代 
市

の
し
ろ

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
港
湾
の

役
割
の
ほ
か
、
循
環
資

源
を
取
り
扱
う
リ
サ
イ

ク
ル
ポ
ー
ト
と
し
て
の

利
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）の
研

究
施
設
が
あ
る
市
町
が

≪２≫

秋田県秋田県

能代市能代市

　大船渡の皆さん、つらい生活に負けないで

がんばってください。わたしたちは、大船渡

が強いまちによみがえることを信じています。

　笑顔いっぱいの東北になれるように願いを

込めて横断幕に応援メッセージを書きました。

　苦しい日は必ず終わります。復興に向かっ

てがんばりましょう。

能代市立 二  ツ  井 小学校４年生の皆さん
ふた つ い

　わたしたちの能代市は約30年前、地震で大

きな被害を受けました。今回の大地震では大

船渡市も大変な被害を受け、つらい思いをし

ていることと思います。

　「銀河連邦共和国」の仲間として、わたした

ちは大船渡市の皆さんの力に少しでもなりた

いと思っています。

能代市立第四小学校児童会の皆さん
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